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研究成果の概要（和文）：両親媒性ゲルの機能を向上させるためには、構成する2種類の高分子鎖の配置を精密
に制御する必要がある。そこで本研究では、ゲルにおける高分子の繋ぎ目（架橋点）を一方の高分子鎖にのみ導
入した架橋ドメイン構造を持つゲルを設計した。得られたゲルは従来とは異なる特徴的な性質を示した。また、
無機化合物を架橋ドメインとするゲルの設計に向けた知見も得ることができた。

研究成果の概要（英文）：In order to improve the function of an amphiphilic polymer gels, spatial 
distribution of two kinds of constituent polymer chains in a network should be precisely controlled.
 This work designed a novel amphiphilic gel having crosslinked domain structure in which 
crosslinking points were incorporated into only one part of constituent chains. The obtained gel 
showed unique function different from a conventional gel. Moreover, we also investigated the 
synthesis of novel gels incorporated inorganic compounds as a crosslinked domain.

研究分野： 高分子精密合成を用いた高分子ゲルの設計と機能開拓

キーワード： ゲル　両親媒性　刺激応答性　リビングラジカル重合　RAFT重合　架橋　ハイブリッド材料　モノマー
配列

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
両親媒性ゲルは性質の異なる2種類の高分子鎖を組み合わせたゲルであり、すでにコンタクトレンズにおいて使
用されるなど、有用な材料として期待される。本研究はこのような両親媒性ゲルの性質をより強く引き出すた
め、2種類の高分子鎖の空間的配置を設計するという新しい設計指針を提案するものである。学術的には精密重
合化学を基盤とした新たなゲル化学の分野を開拓するものであり、両親媒性ゲルの有用性から産業的にも興味深
いものである。
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